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キシレン類 

（CAS no. o-キシレン（95-47-6）、m-キシレン（108-38-3）、p-キシレン（106-42-3）） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

キシレン類の内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、視床下部―下

垂体―生殖腺軸への作用(p-キシレン) 、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用(o-キシレン、m-キ

シレン、p-キシレン)及び視床下部―下垂体―副腎軸への作用(o-キシレン、m-キシレン、p-キシレ

ン)を示すこと、疫学的調査の報告において、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用を示すことが

示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Ungváryら(1981)によって、p-キシレン 3,000mg/m
3
(=691ppm、空気中設定濃度)を妊娠 9日目か

ら 48時間吸入ばく露した CRYラットへの影響が検討されている。その結果として、全胎仔体

重、子宮中プロゲステロン濃度、大腿静脈中プロゲステロン濃度、子宮中 17β-エストラジオー

ル濃度の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用(ホルモン形成の低下) 

 Andersson ら(1981)によって、o-キシレン 2,000ppm (空気中設定濃度)を３日間(日毎６時間)吸入

ばく露した雄 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、血清中プロラクチン濃

度、血清中コルチコステロン濃度の低値、視床下部中カテコールアミン濃度の高値が認められ

た。 

また、m-キシレン 2,000ppm (空気中設定濃度)を３日間(日毎６時間)吸入ばく露した雄 SDラ

ットへの影響が検討されている。その結果として、血清中プロラクチン濃度、血清中コルチコ

ステロン濃度の低値、視床下部中カテコールアミン濃度の高値が認められた。 

また、p-キシレン 2,000ppm (空気中設定濃度)を３日間(日毎６時間)吸入ばく露した雄 SD ラ

ットへの影響が検討されている。その結果として、血清中プロラクチン濃度の低値、視床下部

中カテコールアミン濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用、その他の作用(視床下部

―下垂体―副腎軸への作用、視床下部―甲状腺への作用) 

 

(２)疫学的調査 

 Xiano ら(2001)によって、キシレンについて、中国浙江省の一都市にて 1994 年から 1996 年に

かけて精子質への影響が検討されている。その結果として、ベンゼン、トルエン、キシレンば

く露群(既婚男性作業従事者 24 名、職場空気中平均濃度としてベンゼン 103.34mg/m
3、トルエ
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ン 42.73mg/m
3、キシレン 8.21mg/m

3。このうち 11 名で血液中にキシレンが検出され、幾何平

均濃度 1.32μmol/L、10 名で精液中にキシレンが検出され、幾何平均濃度 5.67μmol/L)と非ばく

露群(既婚男性作業従事者 37名。年齢、勤務年数、結婚年数、喫煙年数、日毎喫煙数、飲酒年

数、日毎飲酒量についてばく露群と有意差なし)との比較において、精子活性、精子アクロシ

ン活性、精液中 γ-グルタミントランスアミナーゼ活性、乳酸デヒドロゲナーゼ C4 相対活性の

低値が認められた。また、重回帰分析において、精液中キシレン濃度と精液中 γ-グルタミント

ランスアミナーゼ活性とに負の関連性が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂―生殖腺軸への作用 
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（平成 25年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 2-2より抜粋） 

 


